
五百亀に会いに行く 伊藤五百亀市内展示作品 

彫刻家　伊藤五百亀の言葉で作品を感じる旅 

彫刻家　伊藤　五百亀 
Ito   Ioki 

　　(1918～1992) 
現在の西条市黒瀬出身 
多摩帝国美術学校で学び 
吉田三郎に師事 
1942年　文展(日展の前身) 
　　　　に初入選 
1943年　同展特選 
1954年　日展において特選 
1955年　同展特選 
1958年　日展会員となる 
1974年　日展、文部大臣賞 
　　　　受賞(うたかたの譜) 
1982年　芸術院賞受賞(渚) 
1991年　西条市功労賞受賞 
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3西条市・大保木村合併記念レリーフ
34先覚三医人レリーフ　(故岡田和一氏)
35先覚三医人レリーフ　(故佐伯矩氏)
36先覚三医人レリーフ　(故真鍋嘉一郎氏)

38狛犬(吽)
37狛犬(阿)

私なりの理想の体型を
持つ青年像の代表作だ
と思っている。

美しいものに憧れ、作品を作る。 
芸術は真・善・美であり、 
人の心に潤いや豊かさや平和な心、 
人を愛するひろい心を育むことが芸術であると 
私は思う。 
　　　　　　　　　　　　　　　     伊藤五百亀　56歳 
 

対象物と制作者の技法・ 
意図、それに鑑賞者の 
見る目によって幾通りも 
の評価が生まれる。 
        
　　　　　       伊藤五百亀 　63歳 

潮先
潮先というのは、これから
潮が満ちてくるというたい
へんめでたい意味がある。
私が戦時中、一時仕事を
やめていて、再出発の起
点にするために制作した
思い出深い作品だ。

着衣の青年像としては、私
の最も気に入っている作品
の一つである。

木陰の柵10 11行く河
学問の本質として孔子が
述べた「百川を集めて大
河となり、未来永劫流れ
て尽きず」という永遠不滅
の真理を象徴する題とし
て「行く河」と名付けた。

19 噺
自身の体験談や、自慢話、
将来の夢を時には熱く時
にはしみじみと語る若者
の姿である。
未来に向かって前向きに
生きようとする(若者の)姿
勢を表現したものだ。

25渚

子供のころ、母親に連れら
れて行った桜井海岸の思
い出を表現した。

16待つ

生まれた場所に私の作品
を建ててもらえてうれしい。
感動の限りです。

黒瀬ダム二号公園 
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大保木公民館 

問い合わせ
西条市教育委員会社会教育課
〒793-8601　西条市明屋敷164番地
TEL(0897)56-5151　FAX(0897)52-1210
e-mail　syakaikyoiku@saijo-city.jp

橘小学校 

御舟川緑道 

生涯学習の館 

東予総合支所 
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西条市立図書館 

神拝小学校 
中央緑地親水公園 

十河信二記念館 

臨床検査センター 

観音水横 
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